








Electron-microscopical Studies on the Sclerosed Dentin
Second Report: Comparative observations on the intertubular deposits 















































































































































































































































































元　　　　　　　　　素　　　　　　　　名試料名 部　位 FNaMgA1SiP S C1KCarMnFeCuZnAsSe BrSrPdInSn1 AuHgPb
歯冠硬化
ﾛ牙質
露出表面 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★
細管内結晶 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★
歯　　石 表　　　面
★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★
割　断　面 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★
唾　　石 表　　　面
★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★




































































































































































































































































F ○ ○ ○　　　　　　　　　　　　○
Na ○　　　○ ○　　　　△　○ ○　○　○○　　　　　　　　○
Mg ○○○○ ○　○　○　○　○ ○○○○　　　△○○○
Al △ ○　　　○　　　　　　　　○
Si ○ ○○　　　　　　△　　　○
P ○○○　○ ○　○　○　○　○ ○○○○　　　○○○○
S ○　　　○ ○　△　○ ○○○○　○　○○○○
C1 ○　　　○ ○　　　○　△　○ ○○○○　　　△○○○
K ○ △ ○　○○○　　　　○







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































CH《S） TAP cH《2｝ PET ：H（3｝ LIF
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図63：図57の枠内（A）の拡大像．唾石の割断面では微小部分においても石灰化進行が層状構造を示し
　　ている．x2，000
図64：図63のSのX線像．低石灰化部に対応して，Sの濃度が高い．×2，000
図65：図63のPのX線像．Sとは逆に，高石灰化部でPの濃度が高い．×2，000
図66：図63のCaのX線像．－Pと同様に，高石灰化部でCaの濃度が高い．×2，000
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図67：図57の枠内（B）におけるPのContour　map．唾石の割断面に見られる層状構造に対応し，高石
　　　灰化部でPの濃度が高い．図65のX線像と比較して，その濃度差は明瞭てある．
図68：図57の枠内（B）におけるCaのContour　map．　Pと同様に，高石灰化部でCaの濃度が高い．
図69：図57の枠内（B）におけるSのContour　map．低石灰化部でSの濃度が逆に高くなっている．
図70：図57の枠内（B）のContour　mapにおける，　P，　Ca，　SのX線強度レベル．
図71：図70のX線強度レペルに対応する，’f’イント数とその比率およひ色別．
